
数学演習 A 問題（解析 1A）略解 No.5

注意．この略解では，不定積分における積分定数は C と書く．
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5-5. 区分求積法である．(1)
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の右辺の積分を求めればよい．（以下の計算を参照）
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簡単そうに見えて，少々面倒くさい．


